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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本婚礼

写真協会(JBPS)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS K 7642:1994 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS K 7642 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考）保存中の湿度 

附属書 B（参考）保存中の温度 

附属書 C（参考）温度と相対温度との関係 

附属書 D（参考）歴史的価値のあるプリント 

附属書 E（参考）保存目的と使用目的との区別 

附属書 F（参考）空気中の浮遊物と有害気体 

附属書 G（参考）火災に対する防護 

附属書 H（参考）銀画像の劣化 

附属書 I（参考）参考文献 

附属書 1（参考）JIS と対応する国際規格との対比表 
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日本工業規格          JIS 
 K 7642：2007 
 

写真－写真印画の保存方法 
Imaging materials－Processed photographic reflection prints－ 

Storage practices 
 

 

序文 この規格は，2000 年に発行された ISO 18920  Imaging materials－Processed photographic reflection 

prints－Storage practices を翻訳し，技術的内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，対応

国際規格に規定されていない規定項目を日本工業規格として追加している。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，原国際規格にはない事項又は原国際規格を変更して

いる事項である。変更の一覧表をその説明を付けて，附属書 1（参考）に示す。 

写真印画（以下，プリントという。）は，文書及び画像の記録に重要な材料である。芸術，報道，法律，

科学，産業，及び歴史の各分野の，価値あるプリントの保全の知識が必要であることは，一般に認識され

てきている。この種の記録は，公文書館，博物館，図書館，官庁，企業，大学などで用いられており，価

値が高いので，寿命を最大限に延ばせるような管理のあり方に関心が集まっている。 

プリントは，いろいろの要因によって劣化しやすい。その要因は，一般に次の 3 項目に分類できる。 

a) プリントの安定性 既に多年にわたって，数多くのプリントが保存されてきた実績から，プリントの

安定性は，その物理的，化学的性質に依存していることが知られている。 

b) プリントの現像処理の影響 銀・ゼラチンタイプのプリントの，安定性に対する残留チオ硫酸塩の影

響は，今後の規格制定の課題である。 

c) 保存条件 プリントの保存条件は，そのプリントの耐久性にとって特に重要であり，この規格で規定

する。 

プリントの保存に特に影響を及ぼす要因は，温湿度及び保存環境の汚染であり，そのほか，水，光かび，

昆虫，微生物などによる破壊，固体，液体又は気体状の化学物質の接触による，劣化及び物理的損傷であ

る。 

温度，湿度，その変動幅，又は保存環境の汚染度が推奨範囲から外れても，悪影響が現れることなく許

容できる範囲は，暴露時間の長さ，かびの生育条件，及び環境雰囲気のプリント表面への影響しやすさに

左右される。 

この規格には，火災への防備方法，プリントの取扱方法及び検査の方法を規定している。また，通常起

こりやすい火災及び関連災害への備えには触れるが，天災及び人災に対する防備方法は扱わない。 

正しい保存を行うには，この規格に規定する保存方法のほかに，JIS K 7645 に規定されている，現像処

理済み写真用包材，アルバム及び保存容器も考慮することが望ましい。 

 

1. 適用範囲  

1.1 この規格は，すべての種類，サイズのプリントの暗所保存条件，保存設備，取扱方法及び検査方法


